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2023 年 12 月 4 日

【
う
ら
へ
続
く
】

「
オ
ス
プ
レ
イ
は
日
本

の
ど
こ
に
も
い
ら
な

い
」
の
声
を
大
き
く

　

11
月
29
日
、
米
空
軍
横

田
基
地
所
属
の
Ｃ
Ｖ
22
オ

ス
プ
レ
イ
が
鹿
児
島
県
屋

久
島
沖
に
墜
落
し
た
。
赤

い
炎
と
白
煙
を
上
げ
、
回

オ
ス
プ
レ
イ
屋
久
島
沖
墜
落

全
オ
ス
プ
レ
イ
撤
去
を

転
し
な
が
ら
落
ち
て
い
く

の
を
目
撃
し
た
と
の
住
民

の
証
言
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
お
よ
そ「
不
時
着
水
」

な
ど
と
言
え
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。

　

垂
直
離
着
陸
輸
送
機
オ

ス
プ
レ
イ
は
、
開
発
段
階

か
ら
墜
落
事
故
を
繰
り
返

し
て
き
た
危
険
き
わ
ま
り

な
い
欠
陥
機
で
あ
る
。
日

本
国
内
へ
の
配
備
後
も
、

墜
落
と
不
時
着
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
国
民
の
不
安
と
反
対

の
声
を
押
し
切
り
、
米
軍

基
地
へ
の
配
備
を
容
認
し
、

さ
ら
に
自
衛
隊
へ
の
導
入

を
進
め
て
き
た
日
本
政
府

の
責
任
は
き
わ
め
て
重
大

で
あ
る
。
今
回
の
墜
落
事

故
と
こ
れ
ま
で
の
日
米
両

政
府
の
対
応
に
抗
議
し
、

以
下
、
緊
急
に
申
し
入
れ

る
。

１
、
米
軍
と
陸
上
自
衛
隊

　

の
オ
ス
プ
レ
イ
全
機
を

　

た
だ
ち
に
運
用
停
止
し
、

　

事
故
原
因
を
明
ら
か
に

　

す
る
こ
と

２
、
米
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ

　

全
機
を
撤
去
す
る
こ
と

３
、
陸
上
自
衛
隊
へ
の
オ

　

ス
プ
レ
イ
の
導
入
を
中

　

止
し
、
撤
去
す
る
こ
と

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の

特
有
の
欠
陥
と
事
故

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
特
有
の

欠
陥
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｖ
22
は
昨
年
８
月
、

エ
ン
ジ
ン
と
プ
ロ
ペ
ラ
を

つ
な
ぐ
ク
ラ
ッ
チ
が
一
時

的
に
外
れ
、
再
結
合
す
る

際
に
衝
撃
が
発
生
す
る

「
ハ
ー
ド
・
ク
ラ
ッ
チ
・
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
Ｈ
Ｃ

Ｅ
）」が
立
て
続
け
に
起
き

て
、
全
機
が
飛
行
を
停
止
。

同
年
９
月
に
飛
行
を
再
開

し
、
今
年
２
月
に
は
Ｃ
Ｖ

22
を
は
じ
め
Ｍ
Ｖ
22
、
Ｃ

Ｍ
Ｖ
22
に
も
、
Ｈ
Ｃ
Ｅ
の

発
生
予
防
の
た
め
関
連
部

品
の
交
換
を
開
始
。
７
月

に
は
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
で
昨
年
６
月
に
発
生
し

た
Ｍ
Ｖ
22
の
墜
落
事
故
に

つ
い
て
Ｈ
Ｃ
Ｅ
が
原
因

だ
っ
た
と
す
る
米
軍
の
調

査
報
告
書
を
公
表
。
同
報

告
書
は
「
Ｈ
Ｃ
Ｅ
の
根
本

的
な
原
因
は
不
明
な
ま

ま
」
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
屋
久
島
沖
の
事

故
と
Ｈ
Ｃ
Ｅ
と
の
関
係
は

不
明
で
す
が
、
構
造
上
の

欠
陥
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

29
日
、
横
田
米
軍
基
地

所
属
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
屋

久
島
沖
で
墜
落
し
た
。
屋

久
島
空
港
に
着
陸
し
よ
う

と
し
て
い
た
と
い
う
。

２
０
１
６
年
に
は
沖
縄
県

で
墜
落
事
故
を
起
こ
し
て

い
る
。
11
月
26
日
に
福
生

市
内
で
の
集
会
に
参
加
し
、

「（
オ
ス
プ
レ
イ
は
）
日
本

の 

ど
こ
に
も 

い
ら
な

い
」
と
ア
ピ
ー
ル
行
進
を

し
た
が
、
ま
た
ど
こ
か
で

墜
落
し
て
大
惨
事
を
起
こ

さ
な
い
か
不
安
だ
。
欠
陥

機
オ
ス
プ
レ
イ
が
日
本
中

を
低
空
飛
行
で
飛
び
回
っ

て
い
る
。「
い
ら
な
い
」の

声
を
も
っ
と
大
き
く
し
て

い
こ
う
。　
　
　
（
Ｆ
）

横
田
基
地
も
オ
ス
プ
レ
イ
も
ノ
ー

　

福
生
で
集
会
・
行
進

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
原
因
究
明
を

　

米
軍
横
田
基
地
を
抱
え

る
東
京
都
福
生
市
で
11
月

26
日
、「
オ
ス
プ
レ
イ
い
ら

な
い
」「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）
汚
染
の

原
因
究
明
を
」
と
訴
え
る

集
会
と
ア
ピ
ー
ル
行
進
が

行
わ
れ
、
６
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

東
京
地
評
の
矢
吹
義
則

議
長
が
「
横
田
基
地
周
辺

住
民
は
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ

イ
の
飛
行
で
不
安
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
。『
横
田
基

地
も
オ
ス
プ
レ
イ
も
い
ら

な
い
』
の
声
を
広
げ
、
平

和
な
日
本
に
」
と
主
催
者

あ
い
さ
つ
。「
横
田
基
地
の

撤
去
を
求
め
る
西
多
摩
の

会
」
の
寉つ
る
た田
一
忠
事
務
局

長
は
、「
米
軍
は
横
田
基
地

を
機
能
強
化
し
、
戦
闘
機

も
飛
来
さ
せ
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

汚
染
も
広
が
っ
て
い
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

29
日
午
後
、
オ
ス
プ
レ

イ
が
屋
久
島
沖
で
墜
落
。

「
懸
念
し
て
い
た
こ
と
が

起
き
て
し
ま
っ
た
」「
国
内

で
の
オ
ス
プ
レ
イ
死
亡
事

故
は
始
め
て
」「
Ｃ
Ｖ
22
は

奇
襲
攻
撃
な
ど
に
使
わ
れ
、

横
田
基
地
所
属
だ
」「
事
故

後
も
沖
縄
や
神
奈
川
で
飛

行
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

米
軍
の
横
暴
な
姿
勢
は
許

せ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
　
　

日
本
共
産
党
、
政
府
に
申
し
入
れ
（
11
月
30
日
）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

第 22 回 東京科学シンポジウム

理性と希望の平和な時代を拓く
―国際的な軍事緊張の高まりに抗して―

　　日時：12 月９日 （土）～ 10 日（日）
　　会場：拓殖大学文京キャンパス（茗荷谷）

　

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛

争
。「
ガ
ザ
地
区
の
休
戦

は
、
12
月
１
日
ま
で
延
長

さ
れ
た
が
、
３
度
目
の
延

長
は
さ
れ
な
か
っ
た
」「
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
は
攻
撃
を
再

開
し
、
多
数
の
死
者
が
で

て
い
る
」「
戦
争
を
一
刻
も

早
く
や
め
さ
せ
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

核
兵
器
禁
止
条
約
第
２

回
締
約
国
会
議
が
国
連
本

部
で
開
幕
（
27
日
）。「
69

カ
国
の
締
約
国
の
ほ
か
、

署
名
だ
け
済
ま
せ
た
国
、

さ
ら
に
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
も
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
し
た
」「
日

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

第
28
回
締
約
国
会
議
）
が

ド
バ
イ
で
開
幕
。「
条
約
事

務
局
長
は
『
私
た
ち
の
取

り
組
み
は
遅
す
ぎ
る
』
と

指
摘
し
て
、
よ
り
強
力
な

合
意
を
訴
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

岩
手
医
科
大
学
教
職
員

組
合
が
ス
ト（
29
日
）。「
財

政
難
を
理
由
に
し
た
冬
の

一
時
金
一
律
カ
ッ
ト
の
撤

回
を
求
め
た
」「
医
療
収
入

は
増
え
て
い
る
と
組
合
は

批
判
し
て
い
る
」「
ス
ト
は

12
年
ぶ
り
だ
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　　　　　    （東京メトロ丸ノ内線「茗荷谷駅」下車、徒歩 3 分）

●特別報告　12 月 9 日 13：25 ～ 17：25（オンライン併用）

１．原田仁希さん（首都圏青年ユニオン委員長）
　　「非正規労働運動の可能性と展望」
２．田中優子さん（法政大学名誉教授・前総長）
　　「人権とジェンダー―その歴史的視点―」
●分科会（16 分科会）
　　　　主催：日本科学者会議東京支部

　

流
行
語
大
賞
。「
年
間
大

賞
に
阪
神
の
岡
田
監
督
の

『
ア
レ
』
が
選
ば
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
大
ア
メ
フ
ト
部
部
員

の
大
麻
問
題
。「
ア
メ
フ
ト

部
は
廃
部
に
な
る
と
い

う
」「
原
因
究
明
や
廃
部
理

由
の
説
明
が
な
い
」「
部
だ

け
の
問
題
で
な
く
、
大
学

の
指
導
な
ど
の
問
題
も
解

明
し
、
刷
新
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
九
州
場
所
。
大

関
霧
島
が
優
勝
。「
今
年
の

春
場
所
以
来
２
回
目
の
優

勝
だ
」「
新
年
の
初
場
所
で

綱
取
り
で
き
る
か
な
」「
熱

海
富
士
は
先
場
所
に
続
い

本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

30
日
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
（
国

て
大
健
闘
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
通
研
正
門
前
の
イ

チ
ョ
ウ
並
木
が
ま
っ
黄
色

に
な
っ
て
い
る
。
昔
の
中

島
飛
行
機
時
代
か
ら
の
も

の
だ
。
空
襲
後
も
生
き
延

び
て
い
る
」「
中
央
公
園
の

通
研
側
の
山
茶
花
の
花
が

咲
き
始
め
た
」

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
法
改
定

案
が
11
月
24
日
、
衆
院
本

会
議
で
自
民
、
公
明
な
ど

の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

同
改
定
案
は
「
宇
宙
基

本
計
画
」
に
民
間
の
「
宇

宙
技
術
を
防
衛
の
た
め
に

活
用
」
す
る
な
ど
、
政
府

主
体
で
軍
事
研
究
を
促
進

す
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　

共
産
党
の
宮
本
岳
志
議

員
は
、
政
府
が
12
年
の
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
法
改
定
で
目
的
規

定
か
ら
「
平
和
目
的
に
限

り
」
を
削
除
す
る
な
ど
宇

宙
の
平
和
利
用
を
ゆ
が
め

て
き
た
経
緯
を
明
ら
か
に

し
、６
月
に
策
定
し
た「
宇

宙
基
本
計
画
」
で
「
民
間

の
宇
宙
技
術
の
防
衛
へ
の

活
用
」
を
明
記
し
て
お
り
、

「
民
間
技
術
を
軍
事
利
用

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
」
と
質
問
。
内
閣

府
の
渡
邉
淳
審
議
官
は
、

軍
事
利
用
の
ね
ら
い
を
認

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
法
改
定
案

平
和
目
的
ゆ
が
め
軍
事
研
究
促
進

　

日
本
共
産
党  

宮
本
岳
志
議
員
が
追
及

め
ま
し
た
。

　

宮
本
氏
は
、
経
団
連
の

要
請
に
応
え
る
も
の
で

「
国
立
研
究
所
や
大
学
に

軍
事
研
究
を
さ
せ
る
や
り

方
は
、
学
問
・
研
究
の
発

展
を
阻
害
す
る
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

パーティ券不記載
｢しんぶん赤旗｣ に指摘され、
  その都度修正

　
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日

曜
版
』
が
ス
ク
ー
プ
し

た
自
民
５
派
閥
の
パ
ー

テ
ィ
ー
券
収
入
未
記
載
。

自
民
党
は
『
赤
旗
』
で

指
摘
さ
れ
た
収
支
報
告

書
の
不
記
載
部
分
を
、

そ
の
都
度
訂
正
し
て
き

ま
し
た（
表
）。
国
会
で

共
産
党
の
田
村
智
子
議

員
は
「
表
に
出
な
け
れ

ば
隠
す
つ
も
り
だ
っ
た

の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
パ
ー
テ
ィ
ー

券
は
事
実
上
の
企
業
・
団

体
献
金
だ
。
見
返
り
は
企

業
活
動
で
の
利
益
し
か
な

い
」と
指
摘
。パ
ー
テ
ィ
ー

券
購
入
の
禁
止
を
含
む
全

面
的
な
企
業
・
団
体
献
金

禁
止
を
求
め
ま
し
た
。


